
用意する材料

材質は、木材・プラスチックなど（硬めで加工しやすいもの）

丸い形のもの（四角い形のものでも作ることはできます）

四角い鏡を２枚。正方形か長方形のもの。

ガラスを使っていることが多いので、けがをしないように鏡
の周りにテープなどの保護材を巻いておきましょう。

２枚の板。
材質は、木材・プラスチックなど（硬く、
加工しやすいもの）
厚さは０．５ｃｍくらい。
この２枚を接着剤でつなぎあわせます。

１枚の板を削って作るときは、辺がまっ
すぐになるように作ってください。

材料③の鏡よりも、ちょっと小さめで、厚さが１ｃｍくらいの
板。２枚。
材質は、木材・プラスチックなど（硬く、加工しやすいもの）

設計図。１枚。
Ａ４用紙に印刷して切り抜きます。

ねじとナット。１組。
材料①と材料②の厚みを足した長さより
長いねじを使います。

材料①

直径２０ｃｍくらい（１９ｃｍ以上）

材料③

長さ３ｃｍくらい

長さ３ｃｍくらい

材料②

長さ１０ｃｍくらい

長さ１８ｃｍくらい

長さ１ｃｍくらい
長さ１ｃｍくらい

材料④

材料⑤

軸の直径２～３ｍｍくらい

長さ３ｃｍくらい

材料⑥

　用意する材料をそろえて、作り方
の順番にそって工作しよう！
　工作する時はけがをしないように
十分気をつけるんだよ！



作りかた

手順１

　材料①に材料⑥を糊などで貼り付けます。中心が同じに
なるようにていねいに貼り付けてください。

　くっついたら、中心に丸い穴を開けます。穴の大きさは
材料⑤と同じ直径です。

手順２
７ｃｍくらいの場所 材料②の短いほうの板の端から７ｃｍくらいのところ

で、ちょうど２本のつなぎ目のところを中心に丸い穴
を開けます。穴の大きさは材料⑤の直径よりもほんの
少しだけ大きいほどです。

手順３
材料①と材料②に開けた穴に材料⑤のねじを使って組
み合わせます。
ナットを止めるときは少しだけゆるくとめます。

手順４

目盛り０°に合わせて仮止めする。

目盛り６０° 材料②を、設計図にかいている目盛りの０°に合わせて、
クリップなどで仮止めします。
そして、手順③で開けた穴の中心と設計図にかいてある
目盛りの６０°を結ぶように、材料②に直線を引きます。



手順５

材料④の１つを中心につけるときにねじの頭が引っかからないよう
に一部を削って加工します。

ねじ頭の直径よ
り少しだけ長い

ねじ頭の直径÷２
より少しだけ長い

ねじ頭の厚さよ
り少しだけ長い

手順６

手順５で作った材料④に、削った穴が隠れないように鏡を取り付
けます。

もうひとつの材料④に、底の面が揃うように鏡を取り付けます。

底の面

手順７
手順６で、底の面が揃うように作
った物を、赤い線と鏡の面がぴっ
たりと揃うようにつけます。
この時、鏡の端が濃い水色の範囲
に入らないようにします。

手順６で、削った穴が隠れないよ
うに作った物を、赤い線と鏡の面
がぴったりと揃うようにつけます。
さらに、削った穴がねじ頭を半分
ほど覆うようにします。
この時、鏡の端が薄い水色の範囲
に入らないようにします。



手順８
手順４の時に仮どめしていたクリップ等をはずします。材料②がねじでとめた軸を中心に
回ることを確認します。

完成

精度よく作るには・・・

軸中心の上に鏡（写真の青線）をつけ
るときに、実際のふちと鏡にうつった
ふちがそろう様（写真の赤線）にしま
す。
ですので、材料①はきれいな丸のもの
を使います。

もうひとつの鏡（写真の青線）をつけると
きに、実際に見える景色と鏡にうつった景
色がそろう様（写真の赤線）にします。
灯などの長い建築物や、水平線（六分儀を
縦に構えます）を目安にするとわかりやす
くなります。


